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CONCEPT
コンセプト

 DESIGNART TOKYO 2018 

来場者はのべ12万人！

INTO THE EMOTIONS   
感動の入り口

What
DESIGNARTとは

DESIGNART（デザイナート）は、機能と美を
兼ね備え、日常生活に寄り添い感動を与えて
くれるモノやコトを新たに定義した言葉です。
その素晴らしさを発信、共有していくための
活動そのものの名前であり、“DESIGNART 
TOKYO 2018”はその活動の発表の場として、
2018年10月19日（金）から28日（日）の10
日間、世界屈指の超ミックスカルチャー都市
・東京の街全体（表参道・原宿・渋谷・代官山
・六本木など）をメイン会場に、世界中からデ
ザイン、アート、ファッション、食、テクノロジ
ーなどのDESIGNARTを集めて実施した革
新的なデザイン&アートフェスティバルです。 

Outline
開催概要

主催
DESIGNART実行委員会

期間
2018年10月19日（金）～28日（日）

参加者団体
国内外から集まるデザイナー、プロジェクト、ブランド、
企業、ショップなど 

ターゲット
国内外から東京に集まる流通関係者、企業、バイヤー、
プレス関係者、デザイン、アートなどに関心のある
一般消費者、学生など。

Venue
会場

表参道、原宿、渋谷、六本木などに
位置する約90箇所(約120出展者）の
ショップやギャラリーなど

© Nacása & Partners

東京の街全体がミュージアムになる10日間 
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RECORD
実績

来場者属性（アンケート回答者内訳より）

性別
年代

male
33%

other
1%

female
66%

20代
29.9%

19歳以下
2.6%

30代
32.7%

40代
21.7%

50代
7.6%

60代
以上
4.6%

来場者数

約120,000人（のべ）
会場数・出展者数

約90会場・約120

オープニグパーティ来場者数

マッチング数

プレス掲載数

オフィシャルタブロイド発行部数

オフィシャルマップ発行部数

オフィシャルブックレット発行部数

オフィシャルタブロイド配布箇所数

参加クリエイター＆ブランド数（アーティスト、デザイナー、建築家など）

約310

プレス掲載数

300媒体（2018年11月現在）

約1,000人（2017年は無料、本年は有料にて開催）

49組

300媒体（2018年11月現在）

50,000部

50,000部

10,000部

243箇所

2年目を迎え、より国際的で質の高い作品やプレゼンテーションを展開

その他
0.6%

来場者からのご意見
・各所を見て回り楽しめるので面白いイベントだと感じています。
・もっと目立つ看板やイベントの告知があったらと思いました。イベント自体を知らず、偶然来られて楽しかった。
・It is nice with an event to put artists and designers, young and old, into the light.  It is the a good oppotunity to see various pieces.
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OFFICIAL CONTENTS
オフィシャルコンテンツ

DESIGNART FEATURE
デザイナート フューチャー

藤元 明 × 永山 祐子　Akira Fujimoto × Yoko Nagayama
フェスティバルの顔となる今年の「DESIGNART Feature」は、アーティスト・藤元明と
建築家・永山祐子の初コラボレーションによる展示をエイベックスビルのアトリウムで開催。
「2021 #Tokyo Scope」と題した体験型の大型インスタレーションを展開しました。

PARTNER COUNTRY
パートナー カントリー

Kingdom of Sweden
日本と外交関係樹立150周年となるスウェーデンをパートナーカントリーに迎え、中核を担う展示を実施。
スウェーデン若手デザイナー達の登竜門「Ung Svensk Form（Young Swedish Design）2018」が東京に上陸。
ファッション、家具、工芸など、様々なジャンルのデザイナー29組の作品がSTRING®の家具とともにワールド北青山ビルで開催しました。

©OMOTE Nobutada © Nacása & Partners

© Nacása & Partners
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OFFICIAL CONTENTS
オフィシャルコンテンツ

DESIGNART GALLERY
デザイナート ギャラリー

「DESIGNART GALLERY」はFrancfranc Forestを会場とした、デザインとアートの領域を超え、
  ボーダレスで自由な表現を追求し続けるクリエイター15組によるグループ展です。
  鑑賞者との間に化学反応を起こし、まだ見ぬ創造性が刺激される展示会場となりました。

Ryuich Kozeki Tatiana Noritaka meets GERVASONI

Ryuta Iida Shoto Hayakawa
© Nacása & Partners
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EXHIBITION
PLAN A
出展者　プランA　

展示場所と作品の両方をご用意いただいた出展者

Google

Yoichi Ochiai at kolor

BANG & OLUFSEN

Sara Lundkvisto 
at VOLVO STUDIO AOYAMA

Grand Seiko

HAY

© Nacása & Partners
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EXHIBITION
PLAN B＆C
出展者　プランB&C　 展示場所をご用意 作品をご用意

マッチングにより展示を実現

+

BETHAN LAURA WOOD
× Kazunori Matsumura at Spiral Cafe

SOU FUJIMOTO 
at CANADA GOOSE

Lithuania at broadbean MAKOTO TANIJIRI at agnès b.

JOHNNY CHIU at B&B Italia YUJI OKITSU / YURI HIMURO / 
YOY / RHTMA at AXIS

© Nacása & Partners
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© Nacása & Partners

© Yuu Minamimura

SALES RECORD
販売実績

© Ikuo Kubota

展示作品の販売も好調で、数万円から数百万円の規模でアート作品やデザインプロダクトの販売が奮っています。
日本のデザイン・アートシーンが世界に台頭していく気運の高まりが表れています。

南村遊
渋谷ヒカリエ

NINA SAJET
SALIOT x ACOYA BY C&

湯浅克俊
DESIGNART GALLERY

鈴木啓太（PRODUCT DESIGN CENTER）
フリッツ・ハンセン

板坂諭
フレッドペリーショップ東京

TAKU OBATA
ワタリウム美術館

高額の作品も販売奮う
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EXHIBITOR
出展者

AKII FOR Y.S.M
AKIRA FUJIMOTO
ASAKO NARAHASHI
BAKU SAKASHITA
BETHAN LAURA WOOD×KAZUNORI MATSUMURA
JUN FUNAHASHI 
KANSUKE AKAIKE
KOSUKE KAWAMURA
KOSUKE TSUMURA 
KENSAKU OSHIRO
KEITA SUZUKI(PRODUCT DESIGN CENTER)×ICHIRO YAMAGUCHI
LAURA SATTIN
MAKOTO TANIJIRI / SUPPOSE DESIGN OFFICE
MARIKO OHYA
MATHIEU PEYROULET GHILLINI 
MOTTY 
NAOKI KAWAMOTO
FAYE TOOGOOD
GIMHONGSOK
GIOVANNI INNELLA
HIKARU MATSUMURA
HIROTO YOSHIZOE
HITOSHI MAKINO
HISAKAZU SHIMIZU / S&O DESIGN
INGEGERD RAMAN
KAZUKI UMEZAWA X TAKU OBATA
KATSUTOSHI YUASA
KEIICHI MURAMATSU
MAKOTO IGA 
MAKOTO KAGOSHIMA
MASARU ANZAI
NICO CROZE 
JOHNNY CHIU
JYUICHI YOSHIKAWA
RYO MATSUOKA
RHTMA 
RYUTA IIDA
RYUICHI KOZEKI
SARA LUNDKVIST
SATOSHI ITASAKA
SAYAKA SUZUKI
SIMON CONDER
SIGERU NISHIKAWA 
SOU FUJIMOTO
SHOTO HAYAKAWA
TATZU NISHINO
TATEHANA NORITAKA
TAKENOBU IGARASHI 
TOMO YAMAGUCHI 
YOHEI TAKAHASHI
YOSHIDA HANAKO
YOSHIKI MATSUYAMA
YOSHIROTTEN
YOICHI OCHIAI
YOY
YUJI OKITSU
YUKO NAGAYAMA
YUU MINAMIMURA
YURI HIMURO
・・・and more

Designer / Artist

ABAHOUSE
ACTUS
AGNÈS B. AOYAMA
ANDREU WORLD
AREA 
ARFLEX
ARTLESS APPOINTMENT GALLERY
APOLIS
AVEX
AXIS
BANG & OLUFSEN
BROAD BEAN
B&B ITALIA TOKYO
CARL HANSEN & SØN
CASSINA IXC. 
CANADA GOOSE
CIBONE
CONDE HOUSE 
CLAESSON KOIVISTO RUNE
CRITIBA
DEAN & DELUCA CAFE
DEDON
DESIGNSHOP
DIGI SALON.JP
DISTRICT UNITED ARROWS
DOTCOM TOKYO PROJECT
È INTERIORS
EXPERIMENTAL CREATIONS
FELISI
FRANCFRANC FOREST
FRED PERRY
FUJIFILM DESIGN CENTER
FUTURE LIFE FACTORY
GALERIE AZUR
GERVASONI
GEORGE CREATIVE COMPANY LIMITED
G.O.L.D.
GOOGLE PIXEL
GRAND FOND BLANC
GRAND SEIKO
HAFT DESIGN
HASUNA
HAY
HIDA
HERNO
HODAKA
IMG SRC
INTERSECT BY LEXUS
K FURNITURE
KLEIN DYTHAM ARCHITECTURE
KOLOR
KNOLL
LLOYD'S ANTIQUES AOYAMA
LOVELESS
MATOHU
MINOTTI
MIDORI.SO GALLERY
MUI LAB
NAKANIWA DESIGN OFFICE 

NANZUKA
NEW VALLEY
NICHIESU
NIESSING 
NONIO
ONFADD
PAVILION
PERRIER-JOUËT
PETIT BATEAU
PERROTIN TOKYO
PROPELLAHEART
RESTIR 
ROCHE BOBOIS TOKYO
REPUBLIC OF FRITZ HANSEN
SANWACOMPANY×KARIMOKU NEW STANDARD
SALIOT x ACOYA BY C
SENRINZAKI
SEMPRE HOME
SHIZEN ENERGY
S.I.C.
SIEMATIC
STRING
STUDIO Y2
SPIRAL
THE WATARI MUSEUM OF CONTEMPORATY ART
TARAMAN+
TAKA ISHII GALLERY
TAKEO KIKUCHI
TAKEYARI
TENOHA DAIKANYAMA
TGDA
THE WORKS
TIERS GALLERY
TIME & STYLE
TWEED RUN TOKYO
TOMIO KOYAMA GALLERY 
TOKYO MIDTOWN
ULTRASUPERNEW GALLERY
UNITED ARROWS
UNITED FLOWERS
VOLVO STUDIO AOYAMA
WILKHAHN FORUM TOKYO
Y’s
100BANCH
1616 /ARITA
52DESIGN
・・・and more

Brand / Company / Gallery
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OPENING EVENT 
オープニングイベント

OPENING CEREMONY

© Nacása & Partners

DESIGNART TOKYO 2018 開幕
今年のパートナーカントリーである
スウェーデン王国の大使やDESIGNART 
Featureの藤元明氏、永山祐子氏をゲストに、
発起人と共にオープニングセレモニーを
エイベックスビル前で開催しました。

© Nacása & Partners
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OPENING EVENT 
オープニングイベント

© Nacása & Partners

OPENING CEREMONY

Amazon Fashion Week TOKYO X DESIGNART TOKYO 2018

PARTY NIGHT

約1,000人が来場し、オープニングイベントに参加。スペシャルゲストはクリエイターの野村訓市氏と
ファッションモデルの新井貴子氏を迎え、ファッションやデザイン・アートの様々な業界関係者が夢中になって交流する場となりました。

PECHAKUCHA NIGHT
20 枚のスライドを1枚につき20秒ずつプレゼンテーションする東京発、世界1,000 都市以上で開催されている
イベントのDESIGNARTスペシャルバージョンを昨年に続いて開催。今回もデザイン / アートとファッションの世界から、 第一線で活躍するプレゼンターが登壇。

野村訓市 / クリエイター
岩崎貴宏  / アーティスト
岩野一真 / 「Droptokyo」編集長
津野青嵐 /ファッションデザイナー 
ベサン・ローラ・ウッド  /アーティスト＆デザイナー 
堀畑 裕之・関口 真希子 / 
matohu ファッションデザイナー 

SESSION
オープニングイベントの最後に設けられたセッションは、世界中から集まったさまざまなジャンルのクリエイターや業界関係者が、
業種や国籍の垣根を越えて出会い交流できる自由な時間を提供しました。昨年に引き続き、ペリエ・ジュエ、
獺祭によるアルコールが振る舞われ、そしてレストランOde（オード）による初ケータリングはまるで現代アートのようでした。
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© Nacása & Partners

DESIGNART CONFERENCE-BRIDGE-
デザイナート カンファレンス ーブリッジー

登壇者：
CRAFTSMANSHIP：
皆川明、インゲヤード・ローマン、木田隆子

TECHNOLOGY：
塚田有那、太刀川英輔、竹中司
　
ART：
ベサン・ローラ・ウッド、遠山正道、吉野律

WORK：
藤本あゆみ、髙橋 正巳、柴田 隆寛

CLOTHES：
田中 杏子、イワン・プピレフ、森永邦彦

LIVING：
ハイメ・オリヴァー、パロマ・エルナイズ、
下川一哉、横川正紀

会場：
スパイラルホール　　

プログラムパートナー：
スパイラル／株式会社ワコールアートセンター

BRIDGEと題して、カンファレンスを開催。10
月20日、21日の２日間にわたり、豪華登壇者
により計６回のトークセッションを行いました。
登壇者による未来を見据えたアイディアや情
熱に来場者の皆様に大好評いただきました。
聞き手も周囲の人とコミュニケーションをと
れるような誘導をすることで、質疑応答含め
充実した内容で盛り上がりをみせました。

変化する社会や訪れる未来に向けて、考え・学び・意見を交換するクロストーク
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DESIGNART TOKYO 2018 x HOME-FOR-ALL
デザイナート トーキョー 2018 × ホームフォーオール

会場提供：
黒崎輝男
（NPO法人Farmer's Market Association）

登壇者：
伊東豊雄
妹島和世
藤森泰司
千葉学
アトリエ・ワン
槻橋修
クライン ダイサム アーキテクツ
　
オークション参加アーティスト：
アトリエ・ワン
石上純也
伊東豊雄
乾久美子
大西麻貴
岡田武史
清川あさみ
クライン ダイサム アーキテクツ
須藤玲子
妹島和世
千葉学
野老朝雄
名和晃平
西沢立衛
畠山直哉
日比野克彦
平田晃久
藤江和子
藤本壮介
藤森泰司
槇文彦
森永邦彦
山本理顕

NPO法人「HOME-FOR-ALL」によるみんなの家について語り合うトークセッション開催 
DESIGNART TOKYO 2018 x HOME-FOR-ALL 「みんなの家、その先へ2018」が開催され、140名以上の方が参加。
家をなくした被災者にとってのいい家とは? 被災者の方々と直接話すことで、
モダンデザインだけがいい建築ではないのだと認識することがHOME FOR ALLの始まり。
今回は登壇者の方々と会場の皆さんと、災害に対して建築家やデザイナーにできることは何か熱い議論が行われました。
オークションでは5,265,000円が集まり、関心の高さが伺えました。

© Brian Scott Peterson

災害から学んだことをその先へ　デザインの力が社会にできること
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TOOLS / SERVICE
   制作物 / サービス

1. OFFICIAL TABLOID
事前告知用の20ページのオフィシャルタブロイドは、50,000部を都内約230箇所で配布。
DESIGNART Featureに選ばれた藤元明、永山祐子両氏のインタビューや注目の展示情報、
今年から始まったUNDER30に選出された若手クリエイターの紹介などを掲載しました。

2. OFFICIAL MAP
全展示会場を網羅したマップは、街頭配布も含め、50,000部を配布。
今年はスタンプラリーを初開催。スタンプラリー用の台紙としても使用しました。

!! !

FEATURE 01 / INTERVIEW  pg.04-7 

AKIRA FUJIMOTO X 
YUKO NAGAYAMA
FEATURE 02 / INTERVIEW  pg.08-09 

SWEDEN
FEATURE 03 / INTERVIEW  pg.11-13 

DESIGNART TOKYO 
2018 HILIGHTS  

FEATURE 04 / INTERVIEW  pg.15 

UNDER 30
FEATURE 05 / INTERVIEW  pg.16-17 

FRED PERRY X 
HISAKAZU SHIMIZU 

"#$%&$%'

EMOTIONS  感動の入り口

 10.19fri - 28sun

 DESIGNART 
TOKYO 2018

DESIGNART
 TOKYO

DESIGNART（デザイナート）は、さまざまなジャ

ンルの垣根を超えて、デザインとアートを横断す

るモノやコトの素晴らしさを発信、共有してゆく

活動です。

「DESIGNART TOKYO」はその活動の発表の

場として、毎年秋に開催するデザイン&アートフェ

スティバル。 世界屈指のミックスカルチャー都市・

東京を舞台に、世界中からアート、建築、インテ

リア、プロダクト、ファッション、フード、スポー

ツ、テクノロジーなどのモノとコトが集結し、ギャ

ラリーやショップなどさまざま場所を利用して多

彩なプレゼンテーションを行う革新的な取り組み

です。各展示を回遊して街歩きを楽しめる、まさ

に東京の街全体がデザイン&アートミュージアム

になるイベントです。

今年の DESIGNART TOKYO が見据えている

のは 2021 年、そしてその先の東京です。オリン

ピックの開催を2 年後に控え、官民挙げてその歴

史的ピリオドに向かっている昨今ですが、わたし

たちはそこがゴールではなく、その先の世界をよ

りよくするためのサステイナブルな活動こそが大

事だと考えています。 

また、シェアリングエコノミーが浸透した現代社

会において、消費意欲の減退が叫ばれています。

しかしこういう時代だからこそ、自らの自由な審

美眼で選んだ、心から本当に愛せるものを所有

できることの感動が大切になってくると、わたし

たちは考えています。

そのために、DESIGNARTが伝えていくのは未

来志向の普遍的な価値です。誰もがそれに対峙

しふれることで、美意識を呼び覚まされ、所有

したいと心から思うことができる、そして将来も

ずっと生活のそばで安らぎやくつろぎ、感動を与

え続けてくれる、そんな真の DESIGNARTと呼

べる独創性の高い多様なモノやコトを、東京から

世界へと発信していきます。

DESIGNART is an endeavor to transmit 

and share the magnificence of creations 

and concepts across all genres of design 

and a�.

“DESIGNART TOKYO” is a festival held 

each fall as a platform for showcasing 

the project. It brings together items and 

experiences like a�, architecture, interior 

design, product design, fashion, food, 

spo�s, and technology from around 

the globe to the stage of Tokyo, one 

of the world’s leading mixed culture 

cities, in a revolutionary assembly of 

presentations in galleries, shops, and all 

so�s of locations. This is an event that 

transforms all of Tokyo in a museum 

of design and a�, allowing everyone to 

stroll the city taking in each display.

This year DESIGNART TOKYO has its 

eyes set on 2021 and beyond for the city. 

With the Olympics just two years away 

we are heading into a historic period 

for the public and private alike, but the 

games should not be our stopping point. 

We believe that sustainable activities are 

what is truly crucial in making what lies 

ahead even better.

What’s more, there has been a 

clamorous decline in the drive to spend 

in our modern society permeated as it 

is by the sharing economy. However, 

we feel that this is precisely the time 

when the emotion of being able to own 

something one loves with all their hea� 

will become impo�ant. 

That is why DESIGNART shares future-

oriented universal values. Diverse and 

innovative creations or ideas that will 

awaken anyone’s aesthetic sense when 

encountered and inspire a sincere desire 

to make it their own, that will continue 

to be touching and remain near at hand 

in life in the future and forever, bringing 

peace and relaxation. These things truly 

wo�hy of the name DESIGNART are 

what we deliver from Tokyo to the world.

The entirety of Tokyo as a museum for 10 days !
 東京の街全体がミュージアム化する10日間

ABOUT DESIGNART

2017 年に「東京からクリエイティブを発信し産業化

する」という同じ志をもつ、さまざまなジャンルで活

躍する 5 組 6 人の発起人によって自発的に立ち上げ

られた、インディペンデントなデザイン＆アート活動

です。その最初の発表の場である「DESIGNART 

2017」は“東京の街全体がデザインミュージアム”

を合言葉に、昨年 10月に１週間にわたって東京の

都心エリアで開催され、72 箇所での展示と、4万人

を超える来場者数を記録しました。

We are an independent design and a� 
endeavor that sta�ed up spontaneously in 
2017 among five teams with six members 
working in various genres with a like mind 
towards to broadcasting and industrialized 
creativity from Tokyo. “DESIGNART 2017”, 
the team’s first platform for showcasing the 
project, was held for one week across the 
Tokyo metropolitan area last October under 
the watchword “making all the city into a 
design museum, recording exhibitions in 72 
locations with over 40,000 visitors.
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www.designart . jp
 info@designart . jp

  t . 03 . 6804 . 3819 

a. 402 2 -15 -19, minami-aoyama, minato-ku, tokyo 107 -0062 japan

感
動
の
入
り
口

pictured above: The founders of DESIGNART. from left, Okisato Nagata (EXS), Shun Kawakami (a�less Inc.) , Akio Aoki 

(MIRU DESIGN), Astrid Klein & Mark Dytham (Klein Dytham Architecture) and Hiroshi Koike (NON-GRID).  
DESIGNARTの発起人。左から、永田宙郷（EXS 代表）、川上シュン（artless Inc. 代表）、青木昭夫（MIRU DESIGN 代表）、

 アストリッド・クライン＆マーク・ダイサム（Klein Dytham Architecture 代表）、小池博史（NON-GRID / IMG SRC 代表）。

 UNCOVERING  
 THE FUTURE

 2 回目を迎えた DES IGNART。フェスティバルの顔となる今回の「DES IGNART  Fe a t u re」は

アーティストの藤元明と建築家の永山祐子の初コラボレーションによる大型インスタレーション。

気鋭クリエイター夫婦によるアートとデザインの融合、その全貌についてふたりに訊きました。

!"#$%#$%&"'%$'()*+%,-./0123!4%%!"'%56&'$&%,-./0123!%7'6&89'%"'6+#*:%
8;%&"'%<'$&#=65%#$%6%569:'%#*$&6556&#)*%&"6&%#$%&"'%<#9$&%()556>)96&#)*%>'&?''*%
69&#$&%2@#96%78A#B)&)%6*+%69("#&'(&%C8@)%16:6D6B64%E'%"6='%&"'%<855%$&)9D%
)*%&"#$%<8$#)*%)<%69&%6*+%+'$#:*%<9)B%&"#$%8;F6*+F()B#*:%(9'6&)9%()8;5'4

photographs: Taku Kasuya
text : Dai Takeuchi @river

F E AT U R E 01:   A K I R A F UJ I M OTO & Y U KO N AG AYA M A I NTE RV I E W

藤元明 x  永山祐子 対談

いまこの場所から、東京の未来を問う

2021 #Tokyo Scope

オリンピック後の東京は？

──今回、おふたりがメインフィーチャーに

起用されたそもそものきっかけは？

藤元  DESIGNARTの発起人である青木昭夫く

んのお声がけからです。彼とは僕がアートを始め

る前からの付き合いで、僕が 2016 年に立ち上

げたアートプロジェクト「2021」の趣旨に共感し

てくれていて、DESIGNART でフィーチャーし

たいと言ってくれたんですね。さらに今回永山と

一緒にやることで、よりダイナミックに伝えたい

という彼の意向もあって、ふたりでやることにな

りました。

永山  ふたりでプロジェクトをやるのは初めてな

ので、最初は戸惑いもありました（笑）。ただ、

2020 年に向かって東京が変わりつつあるなか

で、藤元が「2021」で積み重ねてきたことを、

人がたくさん集まるイベントを通じてより拡張し

て見せられるいいタイミングだと思いました。

──「2021」はどういうプロジェクトなんですか？

藤元  東京オリンピックの後の東京、そしてその

先の日本を考える象徴として、木材で組み立てた

2、●、2、1を公共空間に並べて設置するパフォー

マンスと、識者による 2021 をテーマにしたイ

ンタビュー映像、それらのドキュメントをアーカ

イブし、プロジェクトへの参加者を募るプラット

フォームwww.2021.jpによって構成されている

アートプロジェクトです。それを拡張して、新しい

空間展示としてプレゼンテーションするのが今回

の「2021 #Tokyo Scope」です。

──おふたりの役割分担は？

永山  2021 年という、ある1点の時を指し示し

ながら問題提起をする作品が、都市空間の中で

どう拡張できるんだろうということから考えました。

そこから出てきたのが「Scope」というテーマで、
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AKIRA FUJIMOTO x YUKO NAGAYAMA
INTERVIEW
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3.OFFICIAL  GUIDE BOOK
全出展者情報や出展者インタビューなど144
ページの充実した内容のオフィシャルガイド
ブックは、10,000部を展示会場を中心に配布。

4. OFFICIAL WEB
日本語・英語に対応し、世界へ発信するオフィシャルサイト。出展者情報、建築マップ、各アーティスト・ブランド
プロフィール、各出展者のイベント情報などオフィシャルガイドブックに載せきれない情報を網羅。
サイトアクセス数は、昨年の同時期と比較しておよそ2倍の実績となりました。
・約230,000ページビュー
・約43,000ユニークユーザー
（2018年10月1日～10月31日・月間実績）
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スウェーデンの若手デザイナーたちの登竜門である巡回展 Ung  S ve n s k  Fo rm

（Young  Swed i s h  D e s i g n）が、同国を代表するシェルフブランド STR ING ® との

 コラボイベントとして日本上陸。その意図を、同展のマネージングディレクターに訊きました。
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デザインの力で未来を変える

　Ung Svensk Formは若手デ

ザイナーと革新的なスウェーデン

デザインの発掘・育成を目的に

1998 年に創設され、今年で20

年目を迎えます。また、2018 年

は日本・スウェーデン外交関係樹

立150 周年。そんな節目の年に 

DES IGNART  TOKYO 2018  

からパートナー国としてご招待い

ただけたのは非常に光栄です。

　私たちにとってデザインとは恵

まれた一部の人だけではなく、多

くの人に届く“平等”なものでなけ

ればなりません。そういった思想

は都市計画から建築、インテリア、

日常のファッションに至るまで広

く影響を及ぼしており、デザイン

は未来をよりよく変えていくため

のツールであるという考えが浸透

しています。

　今年の Ung Svensk Formで

注目したのはクラフトです。こう

した作品を生み出すために費やす、

多くの時間と労力は、いまのスピー

ディなデジタル社会に対するある

種の反抗ともいえます。多彩な分

野のデザイナー29 組の作品が東

京に集結する10日間。STRING®

とのコラボレーションによる空間

でアートが日常に溶け込むスウェー

デンの情景をお楽しみください。

CHANGE THE FUTURE 

BY THE POWER OF DESIGN

    "Swedish Design Moves
Tokyo” aims to suppo� and 
show the most interesting 
Swedish design of today and 
its main exhibition in Tokyo 
will be Ung Svensk Form 
(Young Swedish Design) 

2018 which is an arena for 
young design. Ung Svensk 
Form was intiated by Svensk 
Form (The Swedish Society 
of Crafts and Design) in  
1998 and is now celebrating 
its 20th anniversary.  
It’s a great honor for Sweden 
to be invited as Pa�ner 
country in DESIGNART 
TOKYO 2018 – a year when 
the two nations celebrate 150 
years of diplomatic relations!      
    Design is used as a tool to 
innovate and solve problems 
in unexpected ways, as well 
as to challenge norms to 
create a better everyday life 
for everyone. This philosophy 
influences everything, from 
our city plans the way we 
shape our society to the way 

text : Toshiaki Ishii @river

Ung Svensk From (Young Swedish Design) 2018
I want the viewer to Due to the difficulty in transpo�ing fragile a�works, the pottery in the center of the photograph will not be on exhibit in 
Tokyo.  写真中央に写っている陶器作品は輸送による破損の恐れから、東京での展示はございません。

@ Matti Östling, ArkDes
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A human power (2018)  
展示作品を新規製作中　

02. YUU MINAMIMURA
南村 遊

This is new artwork featuring 
Shibuya, which underwent some 
of the most extreme changes in 
postwar Japan. It’s a conceptual 
piece that explores presence as 
a sculpture and the lifestyles of 
people in Japan today.    
戦後日本において、変化が最も激しかった

渋谷をモチーフにした新作を発表。彫刻とし

ての存在感と現代の日本人の生き方を考察

したコンセプチュアルな作品となっています。

Yuu Minamimura noticed his 
missing identity towards his own 
country while studying abroad. 
His goal is to find and disassemble, 
comprehend, and reconstruct 
a true Japanese feeling or 
sensibility through a�work. 
海外留学をきっかけに自国へのアイデン

ティティの欠落に気づく。作品を通じて、

これぞ日本の感覚・感性というものを見つ

け、分解・理解・再構成することを目標に

創作活動をしている。

EXHIBITORS INDEX: p.97 / MAP: 61

DISCOVER PROMISING
YOUNG TALENT 
IN VARIOUS FIELDS 
さまざまな分野から若手有望株を紹介

SELECTOR 02
AKIO AOKI  
青木昭夫

The formative art of lively clouds 
like those seen from planes or 
cumulonimbus in the middle of 
summer is always surprising. 
The work of Yuu Minamimura, 
whose creative endeavors feature 
clouds such as this, wonderfully 
depicts their magnificent natural 
beauty and organic connection
with humans.   
飛行機から見える雲、真夏の入道雲など、躍

動感のある雲の造形美にいつも驚かされま

す。そんな雲をモチーフに創作活動をしてい

る南村遊の作品は、雄大な自然の美しさと

人との有機的なつながりを見事に表現して

います。

03. AKI I
アキ

The new LED lamps “NIGHT 
BOOK” and “LIGHT SHELF” 
released in May 2018 have 
arranged to present a space 
enchanted by radiance.
 This collaboration with the shop 
interior offers fresh charm.   
2018年５月に発売した新LED 照明の

「NIGHT BOOK」と「LIGHT SHELF」を

使用し、光で魅せる空間を演出。ライフス

タイルショップとのコラボにより、新たな

魅力を提示します。
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akii is a primarily product design 
unit composed of Tokyo resident
 in-house designers Naoaki 
Iwamatsu (left) and Takeaki Maeda 
(both born in 1989). 
ともに1989年生まれの東京都在住のイ

ンハウスデザイナー、岩松直明（左）、前

田崇彰によるプロダクトデザイン中心の

デザインユニット。「DIA 2018 ベスト

100」選出など受賞歴多数。

EXHIBITORS INDEX: p.99 / MAP: 67

MODERN JAPANESE BEAUTY 
IS OBSERVED FROM 
SHIBUYA, AND SUBLIMED 
INTO A CREATION TO SHARE 
WITH THE WORLD
現代の日本美を、渋谷から考察し、
世界に発信できる作品に昇華
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© Nacása & Partners

5. AUDIO GUIDE (ON THE TRIP)
昨年に引き続き、DESIGNART TOKYO 2018
の公式オーディオガイド「ON THE TRIP」
内にガイドを制作。出展作品ならびに建築
ガイドを展開。スマホのGPS機能を利用し、
東京街中をミュージアム化するためのツール
として機能しました。 

6. OFFICIAL CAFE／ INFORMATION CENTER
展示巡りの休憩ポイントしてDEAN&DELUCA
３店舗をオフィシャルカフェとしてご用意。
DESIGNART TOKYO 2018オリジナルドリンク
を提供したり、ドリンクのサイズアップサー
ビスなどを行ないました。

インフォメーションセンターをワールド北青
山ビルに設置。オフィシャルガイドブックの
配布、近隣の展示情報の案内、オーディオ
ガイドの使用説明、スタンプラリーの応募
場所などとして展開しました。



page: 18.

t 
design & art festival 2018

m
info@designart.jp

w
www.designart.jp

TOOLS / SERVICE
   制作物 / サービス

7. OFFICIAL GOODS  (SIGN,CUTTING SEAT,OFFICIAL T-Shirts, OFFICIAL BAG)
オフィシャルフラッグは、デザイナーの山縣
良和氏がデザイン、フラッグスタンドは建築
家　芦沢啓治氏がデザイン。オフィシャルT
シャツは、ロゴをアレンジ。オフィシャルバッ
グは、この秋、日本にローンチしたAPOLIS
（アポリス）とのコラボレーションによって
制作。ロサンゼルスに拠点を構える
APOLIS は、機能性の高さやシンプルなデ
ザインはもとより、世界規模で雇用をつくる
ことをミッションに活動するなど、その哲学
や理念を持ったブランド。限定でつくられた
ロゴ入りサコッシュバッグは、ブックレット
が入るサイズの特注です。

OFFICIAL CAR
オフィシャルカーとして、スウェーデンのブラ
ンド・VOLVOとコラボレーション。ワールド北
青山ビルの前に置かれたSUV・XC40のアマ
ゾンブルーの車体にDESIGNARTの金色ロゴ
が映え、インフォメーションセンターのアイコ
ンとなりました。
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掲載数：約 300媒体（新聞／雑誌／WEB ／ ラジオ）

昨年の 200媒体と比較して、1.5倍もの掲載を記録

例
The Financial Times
Dezeen
Wallpaper magazine
abc NEWS
The japan times
J-WAVE
ELLE DECOR
装苑
pen
Casa BRUTUS
WWD JAPAN
毎日新聞
商店建築
産経新聞デジタル
朝日新聞デジタル
美術手帖
婦人画報デジタル
Fashionsnap.com
VOGUE
AXIS web magazine
ELLE ONLINE
madame FIGARO japon
Time Out Tokyo
TOKYO ART BEAT
PRESIDENT Online
Esquire
UOMO
SPUR.JP

and more…

主要媒体例

本年の主な特徴としては、当フェスティバル全体の紹介に加え、出展者に焦点を当てた内容も記事化されたこと。
そして、当方のアップデートの速度に合わせて、オンラインメディアが迅速に記事化してくれたことです。
以上のことから、より多面的で濃厚、鮮度ある情報をお届け出来ました。
マスメディアへは、昨年に比べ約3倍の出演時間を確保しました。参加クリエーターが番組出演し、
自らの言葉で伝達することにより、SNSやオンラインサイトに大きな反応がありました。
その結果、クリエーターのPRに繋がった点も国内クリエイティブ業界の活性化という目的に貢献出来ました。



page: 20.

t 
design & art festival 2018

m
info@designart.jp

w
www.designart.jp

PRESS
掲載実績

1. 紙媒体

WWD JAPAN

ELLE DECOR 陶業時報

SPECIAL ISSUE OF ELLE DECOR JAPAN
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2. WEB媒体

AXIS web magazine 美術手帖 FASHIONSNAP.COM

Casa BRUTUS MilK JAPON WEB madame FIGARO japon
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3. International PR 

Financial Times（紙面媒体）
Newspaper_11/16_2ページ特集

Wallpaper magazine（WEB媒体）

Dezeen（WEB媒体） abc NEWS（WEB媒体）

海外メディアへのPRは、世界のデザイン・ライフ
スタイル・ビジネス領域で世界中にネットワーク
を持つPRエージェンシー・CAMRONと協業。
世界中のメディアからのフィードバックが届き
ました。

海外メディアからのフィードバック
・DESIGNARTが提供するプログラムコンテ
　ンツのクオリテはとても高いレベル
・写真やテキストなどのプレス資料はとても
　魅力的
・ブックレットやマップなどのクオリティがと
　ても高い

プレストリップ
世界のトップメディアから４名のジャーナリス
トが来日。複数回、複数ページに渡り掘り下
げて伝える記事を書いていただけました。
・Augusta Pownall, Dezeen (UK) 
・Christopher Beanland, The i (UK) 
・Sarah Hucal, ABC (US) and Curbed (US) 
・Tom Morris, Financial Times (UK) 
 
メディア掲載総評
世界のニュースを牽引するメディアでの露出
を獲得。記事のクオリティはとても高く、
DESIGNARTのハイライトや重要人物、デザ
イナー達の引用を豊富に取り込んだ深みのあ
るストーリーを伝える記事がたくさん世の中
に出回りました。
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Facebook

リーチ数：295,000

Instagram

リーチ数：185,000

今年度のフォロワー数が約700から約1970に増加
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CREDIT
クレジット

DESIGNART メンバー
Art Director
川上 シュン / artless Inc. 
Chief Designer
稲垣 小雪 / artless Inc.  
Designer
植野 かなこ / artless Inc.  
枝園 あやこ / artless Inc. 
Project Manager
木下 阿佐美 / artless Inc. 
WEB Creative Director
小池 博史 / NON-GRID / IMG SRC 
WEB Director
西 拓哉 / NON-GRID
WEB Design & Coding
岡本 順一 / jojodesign inc.

久山 幸成 / Klein Dytham architecture 
藤木 ゆみこ / Klein Dytham architecture 
小野 敬 / Klein Dytham architecture 
吉川 優子 / Klein Dytham architecture
谷所 和歌子 / MIRU DESIGN 
島田 伊万里 / MIRU DESIGN
佐々木 紀子 / MIRU DESIGN 
河崎 知子
吉峰 拡
石川 滋朗 / Ore LLC
熊田 義和 / KINGBEAT
中原 弘太 / KINGBEAT
谷﨑 郁子

プレス
吉田 愛
小高 妃登美 / REHEARSAL

インターナショナル PR
Judy Dobias / CAMRON PR
Adnan Abbasi / CAMRON PR
Sarah Ferrall / CAMRON PR

オフィシャルガイドブック
Editor in Chief
竹内 大 / river 
Editor
石井 俊昭 / river 
Photographer
柏谷 匠

オーディオガイド
Director: 
成瀬 勇輝 / ON THE TRIP 
Director: 
坂口 ナオ
Writer
小野 美由紀
佐々木 ののか
真崎 睦美

Navigator
ハリー 杉山
横山 エリカ

サポートメンバー
生駒 芳子 / Fashion Journalist. 
ウィリアム･トー / Hong Kong PMQ 
グエナエル･ニコラ / Gwenael Nicolas 
吉田 瑞代 / Steady Study Ltd. 
熊谷 正寿 / GMO Internet, Inc. 
遠山 正道　/ Smiles Co., Ltd. 
横川 正紀　/ WELCOME Co., Ltd 
佐藤 達郎　/ DELFONICS

フォトグラファー
千葉 圭子 Nacása & Partners
尾鷲 陽介

映像
宮下 直樹
EPISTROPH

翻訳
佐藤 拓 
テランス・ヤング
ルーク・ベイカー

Special Thanks
黒崎 輝男
金山 淳吾 / EVERY DAY IS THE DAY
杉山 央
石橋 基
GRID,Inc.
REBORN,Inc.

Volunteers
川口 真保
五傳木 風吹
大和田 陽菜
冨澤 啓伸
松村 ゆかる
菅 千夏
西原 麗亜
稲井田 琴菜
工藤 実華
荒木 祐美
柳 智仁
矢野 海
河野 さつ希
中川 紗彩
橘 大地
文化学園大学 ファッション社会学科

 

主催
デザイナート実行委員会

パートナーカントリー
スウェーデン王国

助成
公益財団法人東京都歴史文化財団
アーツカウンシル東京

協賛
旭ビルウォール株式会社
アスクル株式会社
カナダグース
株式会社ディー・ブレーン
Francfranc
ジェルバゾーニ ジャパン
パナソニック株式会社 アプライアンス社 
Game Changer Catapult
Perrier-Jouët
ソニー株式会社
株式会社スペース
株式会社丹青社
ボルボ スタジオ 青山

協力
APOLIS
株式会社アプロス
荒川技研工業株式会社
オロル株式会社
エイベックス株式会社
B&B Italia Tokyo
Bang & Olufsen
株式会社モーフィング
中越パルプ工業株式会社
ディーン＆デルーカ カフェ
株式会社藤美屋
HAY
株式会社ヒラミヤ
日本航空株式会社
一般社団法人日本ファッション・ウィーク推進機構
マテリアル・コネクション
Moleskine
森美術館
mui Lab, Inc.
株式会社中川ケミカル
プリムス株式会社
株式会社アールシーケーティ
株式会社三陽商会
日本仕事百貨
自然電力株式会社
スパイラル／株式会社ワコールアートセンター
STRING®
菅原工芸硝子株式会社
サンコロナ小田株式会社

株式会社東急ホテルズ
Velorbis COPENHAGEN
株式会社ワールド
株式会社ワールドプロダクションパートナーズ
株式会社ワールドスペースソリューションズ

メディアパートナー
dezeen
ELLE DECOR
FASHIONSNAP.COM
I’m home.
JDN
madame FIGARO japon
Pen
商店建築
The Artling
タイムアウト東京
Tokyo Art Beat
WWD JAPAN

後援
スウェーデン大使館
港区

後援（メディア サポート）
J-WAVE 81.3 FM

発起人
青木 昭夫 / MIRU DESIGN 
川上 シュン / artless Inc. 
小池 博史 / NON-GRID/IMG SRC 
永田 宙郷 / EXS 
マーク・ダイサム / Klein Dytham architecture 
アストリッド・クライン / Klein Dytham architecture

DESIGNART 実行委員会
Director 
谷川 公朗
Creative Director
青木 昭夫 / MIRU DESIGN 
Project Manager
笛田 隆宏
Coordinator
山嵜 陽子 / Knot Japan 
 吉田 けえな
Project Director
森口 明子


